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１．研究計画の概要 

 筆者は、情報に意思決定を委ねる「教室受

講型」ではなく、また単なる「参加型」では

ない「身体感覚活性化」に焦点を当て、五感

を刺激することで妊婦が自らの身体を感じ

とることをめざした「身体感覚活性化マザー

クラス」を開発し、実践を重ね 10 年が経過

した。140 名以上の女性がこのクラスから巣

立ち、参加者の満足度は高くリピーターも多

い。よってこのクラスは、出産、育児、さら

にその後の妊娠にも、何らかの影響を与えて

いると考えられる。またこのクラスで得た感

覚で起業した者、3～5名出産し育児を楽しん

でいる者、子どもを育む環境に目を向け市民

活動に参加したり、育児サークルをつくりリ

ーダーとして活躍している者など、積極的な

行動を起こしていることが明らかになった。

したがって「身体感覚活性化マザークラス」

は、女性の「産み育てる力」を育む可能性が

示唆された。 

本研究の目的は、「身体感覚活性化マザー

クラス」が女性が親になる過程にどのように

関与しているかを明確にし、さらにその結果

から、「産み育てる力育成のための妊娠期教

育のモデル」を開発することである。 

 

２．研究の進捗状況 

マザークラス卒業後1年から5年目の女性に

半構成型インタビューを行い、母子の健康を

調査した。内容は1)母子の現在の健康 2)出

産・保育の状況 3)参加動機 4)最も印象的で

あったメニュー 5)メニューの中で感じたこ

と 6)感情・行動の変化 7)マザークラスが出

産・育児、その後の生活に与えた影響である。

 研究参加者は母子ともに健康で、全員母乳

保育であった。出産形態はほとんどが自然分

娩であった。最も印象に残っているメニュー

は「食」である。マザークラスがその後の人

生に与えた影響には5つのカテゴリー【身体

の声を聴く】【感謝する】【受け入れる】【あ

るがままに生きる】【社会に伝える】が抽出

された。参加者はクラスのメニューを通じて

身体感覚が敏感になり、それに合わせて身体

を調整することを日常の中に取り入れてい

た。また身体の巧妙さに感動し、すべてのこ

とに感謝する気持ちが持てるようになった
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と答えている。身体の声を聴くようになると、

自分の身体に起こる現象には必ず意味があ

るとして、今まで否定的にとらえていたもの

もそのまま受け入れられるようになった。さ

らに自分でコントロールできないものがあ

ることを認め、あるがままに生きるという人

生哲学を獲得していた。また自分が身体で得

た快の経験をひとりでも多くの人に伝えた

い欲求があり、地域で活動を行ったり、起業

（自然食弁当販売・レストラン経営・アロマ

マッサージ開業等）していた。よって妊娠期

に培った身体感覚とその認識は、時を経ても

定着していることが明らかになった。「身体

感覚活性化マザークラス」で体験し獲得した

身体感覚は、その後の分娩、育児さらには生

きる信念として定着し、女性とその家族の生

き方に影響を及ぼしている。 

これらの結果は、現在行っている「身体感

覚活性化マザークラス」及び「医療者セミナ

ー」に反映させ、その成果を学会で発表し、

多くの医療者と議論を重ねている。       

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）インタビューを終え、現在はそのま

とめを行っている段階である。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 産み育てる力育成のための妊娠期教育モ

デルを作成する。さらにそのモデルを適用し

検証する予定である。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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